
32

Congratulations

去
る
2
月
26
日
（
月
）、
下
野
市

と
し
て
初
め
て
の
防
災
訓
練
が
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
き
ら
ら
館
で
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
訓
練
は
、
下
野
市
を
震
源
と

す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7.2
、
震
度
六

の
地
震
が
発
生
し
た
と
い
う
想
定
の

も
と
、
各
種
団
体
が
参
加
し
、
避
難

訓
練
や
救
助
訓
練
等
様
々
な
訓
練
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
参
加
者
が
実
際
に
体
験
で
き

る
体
験
訓
練
等
も
実
施
さ
れ
、
災
害

現
場
に
お
け
る
連
携
や
、
普
段
か
ら

の
防
災
に
対
す
る
意
識
の
大
切
さ
を

学
び
ま
し
た
。

【
訓
練
参
加
協
力
団
体
】

・
下
野
警
察
署

・
石
橋
地
区
消
防
組
合
　
　
　
　
　
　

・
陸
上
自
衛
隊
宇
都
宮
駐
屯
地

・
下
野
市
消
防
団

・
下
野
市
女
性
防
火
ク
ラ
ブ

・
下
野
市
交
通
指
導
員

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
い
し
ば
し

・
下
野
市
グ
リ
ム
保
育
園

・
下
野
市
社
会
福
祉
協
議
会

・
下
野
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

・
下
野
市
日
赤
奉
仕
団

災
害
に
強
い
ま
ち
を
目
指
し
て
　
下
野
市
防
災
訓
練

【
訓
練
内
容
】

・
炊
き
出
し
訓
練
　

・
緊
急
通
信
訓
練

・
一
斉
通
報
訓
練

・
避
難
訓
練

・
交
通
規
制
訓
練

・
起
震
車
体
験

・
救
命
救
急
講
習
　

・
煙
道
体
験

・
初
期
消
火
訓
練

・
自
衛
隊
車
両
展
示

・
エ
ア
ー
テ
ン
ト
設
置
訓
練

・
避
難
所
設
置
訓
練

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
付
所
設
置
訓
練

・
救
援
物
資
輸
送
搬
入
訓
練

・
被
害
状
況
報
告
訓
練

・
自
衛
隊
に
よ
る
災
害
派
遣
出
動
訓
練

・
消
火
隊
に
よ
る
出
動
訓
練

警察・消防をはじめ多くの団体が参加しました

煙道体験

展示中の自衛隊車両に乗せてもらいました

去
る
2
月
24
日
（
土
）、
下
野
文

化
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
環
で
、

市
内
の
小
学
生
が
土
器
焼
き
体
験

を
し
ま
し
た
。

1
月
に
粘
土
で
土
器
を
形
成
し

て
か
ら
約
1
か
月
乾
燥
さ
せ
て
お

い
た
も
の
を
、
こ
の
日
は
薪
を
使

っ
て
約
2
時
間
半
焼
き
上
げ
、
自

分
だ
け
の
縄
文
土
器
を
完
成
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
他
、
火
お
こ
し
体
験
を
通

し
火
の
大
切
さ
や
原
始
生
活
の
大

変
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
よ

う
で
し
た
。

縄
文
土
器
さ
な
が
ら
の
出
来
栄
え
！

ド
キ
ド
キ
の

土
器
焼
き
体
験
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平成18年9月に市民委員が参加した下野市民憲章制定委員会（渋田唯弘委員長）が発足されました。委員会で
は、憲章案を起草しパブリックコメント（意見募集）の意見を参考に草案の
検討を重ね、平成19年2月に市長へ憲章案の提言を行いました。

市では憲章案の提言をうけ、平成19年3月の下野市議会で決定されました。
市民憲章は、自然に恵まれ、歴史・文化のかおり高い郷土 下野市の市民6

万人が住みよいまちづくりを実現するための、全市民共通の目標（シンボル）
として制定しました。

市民憲章が市民に親しまれるよう各種事業等で紹介していきます。

わたしたちの郷土 下野市は、姿川と田川が生んだ豊かな土壌と、水・ひかり・風
のおだやかな自然環境に恵まれています。先人達は、ここに美しい田園の景観や古い
歴史と伝統をはぐくみ、継承してきました。わたしたちは、このふるさとを愛し、薫
り高い文化を育て、住みよい田園都市をめざして、ここに憲章を定めます。

１　自然を大切にし　みどりあふれる美しいまちをつくります
１　いのちを尊び　　心の通う明るいまちをつくります
１　みんなで学びあい　文化のかおるまちをつくります
１　働くことをよろこび　くらし豊かなまちをつくります
１　力をあわせ　　夢がひろがるたのしいまちをつくります

女女女女
性性性性
防防防防
火火火火
クククク
ララララ
ブブブブ
のののの

潮潮潮潮
田田田田
氏氏氏氏
にににに
知知知知
事事事事
表表表表
彰彰彰彰

去
る
1
月
11
日
（
木
）、
栃
木
県

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
栃
木
県
民
防

災
の
集
い
が
開
催
さ
れ
、
下
野
市
女

性
防
火
ク
ラ
ブ
副
会
長
の
潮
田
ヒ
ロ

氏
（
駅
東
在
住
）
が
、
栃
木
県
防

災
・
安
全
功
労
者
知
事
表
彰
を
受
賞

し
ま
し
た
。

石
橋
地
区
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
連
絡

協
議
会
会
長
、
副
会
長
と
し
て
長
年

に
わ
た
り
会
の
発
展
と
会
員
の
育

成
、
指
導
に
努
力
す
る
と
と
も
に
、

春
秋
の
火
災
予
防
運
動
、
防
火
講
習

会
、
救
急
講
習
会
、
消
火
競
技
大
会

等
に
参
加
す
る
等
、
各
種
活
動
を
通

じ
て
防
火
思
想
の
普
及
に
努
め
ら
れ

ま
し
た
。

人権擁護委員に角田重治氏
4月1日付で、角田重治氏が法務大臣

から人権擁護委員に委嘱されました。
また、前任の舘野晴代氏には平成

13年6年間に渡り、人権擁護委員とし
て人権問題についてご尽力されまし
た。

人権擁護委員は、人権に関する
様々な問題について、相談所で定期

的にお受けするほ
か、電話等でも相
談に応じています
ので気軽にご相談
ください。

自宅　薬師寺２３４７
電話　1（48）１７９４

市
内
の
小
中
学
校
に

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置

平
成
16
年
7
月
1
日
か
ら
、

医
療
資
格
を
持
た
な
い
一
般
の

方
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除

細
動
器
）
の
使
用
が
認
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
南
河
内

中
学
校
・
南
河
内
第
二
中
学
校

の
設
置
で
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど

市
内
全
小
中
学
校
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を

設
置
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い

石
橋
消
防
署
の
指
導
に
よ
り
、

教
職
員
が
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
た
心

肺
蘇
生
法
の
講
習
会
を
受
講
し

ま
し
た
。

更
生
保
護
女
性
会
の
6
氏
が

県
連
盟
会
長
表
彰
を
受
章

1
月
31
日
（
水
）
に
行
わ
れ

た
栃
木
県
更
生
保
護
女
性
連
盟

新
春
の
つ
ど
い
の
席
上
、
本
市

更
生
保
護
女
性
会
員
の
中
野
秀

氏
（
石
橋
在
住
）、
猪
瀬
ヤ
ス
子

氏
（
石
橋
在
住
）、
杉
本
八
重
子

氏
（
柴
在
住
）、
近
藤
マ
サ
氏

（
薬
師
寺
在
住
）、
海
老
原
富
美

氏
（
三
王
山
在
住
）、
早
川
松
代

氏
（
花
田
在
住
）
の
6
氏
が
、

長
年
の
活
動
功
績
を
認
め
ら
れ
、

栃
木
県
更
生
保
護
女
性
連
盟
会

長
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
現
在
も
女
性
と
し
て
の

立
場
か
ら
地
域
社
会
の
犯
罪
・
非

行
の
未
然
防
止
の
た
め
の
啓
発
活

動
を
行
う
と
と
も
に
、
青
少
年
の

健
全
な
育
成
を
助
け
、
社
会
福
祉

の
増
進
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

下
野
市
民
憲
章


